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めた.まず前編では重みとして L-fuzzy Sets の概念を生成規則に与えた L-fuzzy 文法について考
察している.すなわち L-fuzzy 文法の記述能力とその性質を，言語のクラス，演算での閉包性，付
値と類似度などによって明らかにし，通常の形式言語と比較して，その記述能力が高まり，文法のク
ラスと与えられた重みの種類に記述能力が依存していることを示した.
後編では重みとして座標が記号に与えられた系列座標付文法について考察している.すなわち記号
を単位図形とみなし，重みをその単位図形の占める位置であるとして形式化した系列座標文法の性質
と記述能力を通常の言語クラスとの比較によって明らかにするとともに，系列座標付文法で生成され
る図形をグラフィック・ディスプレイ上に生成させ，得られた図形からも記述能力を明らかにした.
特に従来の図形記述言語はそのほとんどが単位図形を線形的に結合して図形を記述しようとするもの
である.従って多次元への拡張は困難な場合が多いが，重みを座標として与えた系列座標付文法では，
単純な方法で多次元への拡張が得られるという利点がある.
また応用例として朝鮮文字と漢字の生成を扱った.
これらの成果は，自然言語の取扱い，図形処理，パターン認識，ファピイ命令の実行等に対する新
しい理論と技法を提案するものと考えられ，博士論文として価値あるものと認められる.
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